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１．事業の目的及び概要
１）事業の目的 

� 国道５１号の交通混雑の緩和 
� 県立カシマサッカースタジアムへのアクセス性向上など地域振興の
支援 

� 沿道環境の改善 

国道５１号は、千葉県
ち ば  

千葉市
ち ば  

から茨城県
いばらき  

水戸市
み と  

に至る延長約１３０ｋｍ

の主要幹線道路です。 

 鹿嶋
かし ま

市内の国道５１号は、片側１車線ながら大型車などの通過交通も多

く慢性的な混雑が生じており、歩行者への安全性や沿道環境への影響が懸

念されていました。 

 また、鹿嶋
かしま

市は観客数４万人規模収容の県立カシマサッカースタジアム

や鹿島神宮を有しているなど、鹿嶋
かしま

市およびその周辺地域のスポーツや文

化の交流を促進する拠点があります。 

 鹿嶋バイパスはこうした道路交通環境に関わる課題を解消し、地域の活

性化に大きく寄与することを目的とした茨城県
いばらき  

潮来市
い た こ  

洲崎
すさ き

から鹿嶋
かしま

市清水
 し み ず

に至る延長約８．３ｋｍのバイパス事業です。 

■位置図 
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（２）事業の概要 

①区 間 ： 自）茨城県
いばらき  

潮来市
い た こ  

洲崎
すさ き

地先 

至）茨城県
いばらき  

鹿嶋
かし ま

市清水地先
  し み ず     

 

②計 画 延 長 ：  Ｌ＝８．３ｋｍ 

③幅 員 ： Ｗ＝２５～３０ｍ 

④道 路 規 格 ： 第３種第１級 設計速度８０ｋｍ／ｈ 

⑤車 線 数 ： ４車線 

⑥事 業 費 ：  約 327 億円（うち用地費 76 億円） 

 

■標準断面図（ｍ） 

暫定２車線整備後（鹿嶋バイパス） 
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一般部断面 

新神宮橋
しんじんぐうばし

 

宮中高
きゅうちゅうこう

架橋
かきょう

 

橋梁部断面

8.25
0.75 7.0 0.5

8.25 
0.57.00.75

17.5
1.0

3.5 0.75 7.0 0.5 0.5 7.0 0.75 3.5

25.5 
11.711.7

 

 

 

 

 

 



（３）事業の経緯 
昭和 42 年 9 月 都市計画決定 

昭和 59 年度 鹿嶋市
か し ま  

大船津
おおふなつ

～鹿嶋市
か し ま  

清水
し み ず

間 延長約 6.6km 事業化 

昭和 60 年 4 月 都市計画決定変更 

昭和 62 年度 用地取得着手 

平成 4年度 工事着手 

平成 5年度 鹿嶋市
か し ま  

宮 中
きゅうちゅう

～鹿嶋市
か し ま  

神向寺
じんこうじ

間  延長 1.1km  暫定 2車線供用

平成 8年度 潮来市
い た こ  

洲崎
す さ き

～鹿嶋市
か し ま  

大船津
おおふなつ

間 延長約 1.7km 事業化 

平成 9～11 年度 鹿嶋市
か し ま  

大船津
おおふなつ

～鹿嶋市
か し ま  

宮 中
きゅうちゅう

間 延長 3.6km  暫定 2車線供用 

平成 14 年 

4 月 25 日 
潮来市
い た こ  

洲崎
す さ き

～鹿嶋市
か し ま  

大船津
おおふなつ

間  延長 1.7km  暫定 2車線供用 

鹿嶋市
か し ま  

神向寺
じんこうじ

～鹿嶋市
か し ま  

清
し

水
みず

間  延長 1.2km  暫定 2車線供用 
 
 
■平面図 
 

 
 

国道 51 号 鹿嶋バイパス 事業化区間 L=8.3km 

写真 
方向 

写真 
方向 写真 

方向 

ＪＲ 
鹿島線 

神宮橋 

鹿嶋 BP 

県立カシマサッカースタジ

アム 

新神宮橋 

 

鹿嶋 BP ＪＲ鹿島線 

写真：新神宮橋周辺  ※東方向を望む

写真：県立カシマサッカースタジアム周辺 

※東方向を望む 
写真：宮中高架橋周辺  ※東方向を望む
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■自然環境保護について 

� 新神宮橋の建設に伴い、直接影響を受けるアサザの生活環境の保護 
※アサザ：「環境省レッドデータブック」植物絶滅危惧Ⅱ類 
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保護対策については、関係者による打合せで決定 

（関係者打ち合わせ：筑波大学助教授、地元首長、市民団体代表） 

※関係者打ち合わせ：第1回H9.11.19、第2回H10.5.21

平成10年度 松杭
まつくい

、粗朶
そ だ

による消波工設置 

         潮来
い た こ

市延方
しのぶかた

地区：H10.7 植付け実施 

         鹿嶋
か し ま

市爪
し つ ま

木
ぎ

地区：H10.7 植付け実施

植付け 
植付け 

※以後、順次植付け、消波工補強、生育調査

写真 アサザ自然群生状況 

平成15年度 順調に生育し、河川管理者へ移管

施工箇所
（右岸：1.75k付近）

（左岸：1.00k付近）
施工箇所

神
宮
橋

JR

爪木ノ鼻

北浦

植付け箇所（鹿嶋側） 

写真 アサザ植付池（潮来側） 

写真 アサザ植付池（鹿嶋側） 

植付け箇所（潮来側） 



 

■新聞記事 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

茨城新聞（平成 14 年 3 月 30 日） 

日刊建設工業新聞（平成 14 年 5月 10 日） 

茨城新聞（平成 14 年 4 月 26 日） 
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２．整備効果の発現状況
２．事後評価の項目 

（１）バイパスへの交通の転換状況 

� 鹿嶋バイパスの整備により、現道において交通量が減少し、バイパ
スへの転換が図られています。 

現道の交通量はバイパスの供用により、約 42～48％減少しています。 

バイパス区間は延伸に応じて着実に交通量が増加し、平成 14 年度の全線供

用により約 2～2.8 倍増加しています。 

 
 

BP入口 

大船津
おおふ な つ

 
桜町
さくらまち

断面 A

※H9：H9.5月調査（ピーク時のみ）÷（Ｈ9 ｾﾝｻｽのピーク時交通量÷12時間交通量） 

 H11：H11.11月調査 H14：H14.10調査 

断面 A’

断面 B大船津北
おおふなつきた

 

写真 
Ａ方向

写真

Ｂ方向

断面 B’

交通量（宮中地区：A－A'断面）の推移

12,434

7,832

13,519

3,706

10,214

0

5,000

10,000

15,000

H9 H11 H14

現道区間；桜町（断面A'） BP区間；BP入口（断面A）

台/12ｈ
 
 
 
 
 
 
 

さくらまち 

 
 
 
 
 

きゅうちゅう 

約42％減少 

バ
イ
パ
ス 

現
道 

現
道 

現
道 

バ
イ
パ
ス 

約2.8倍増加 

 

交通量（大船津地区：B－B'断面）の推移

15,847

11,151

8,294

4,678

9,124

0

0

0

0

0

H9 H11 H14

現道区間；大船津（断面B'） BP区間；大船津北（断面B）

ｈ  

 
 

おおふなつきた 

 

 
 

おおふなつ 

おおふなつ 

約48％減少

バ
イ
パ
ス 

現
道 

現
道 

現
道 

バ
イ
パ
ス 

約2倍増加 
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おおふなつ
写真 大船津交差点の交通状況（供用前） ※A方向から 
おおふなつ
写真 大船津交差点の交通状況（供用後） ※B方向から 
（平成 17年 7月撮影） 
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（２）現道の交通状況 

� 鹿嶋バイパスの供用により、現道区間の交通状況が改善されまし

た。 

 

・現道の渋滞損失時間は、バイパスの供用により、約 42％減少しました。 

・現道の大型車交通量は、バイパスの供用により、約 60％～80％減少しまし
た。 

 

明石
あ か し

 

ップ 平成 9年渋
※H9:H9 センサス（混雑時旅行速度使用） H16:平成 16 年度プローブデータ 

108.5

63.3

164.2

136.2

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

現道（潮来側）区間平均 現道（鹿嶋ＢＰ

　並行区間）平均

kmあたり渋

滞損失額 H9渋滞損失 H16渋滞損失
(千人/年・km)

約42％減

現道の渋滞損失時間の比較 

70.8

152.6

凡例 

国道 
100 千人時間/年・km～

50～100 千人時間/年・km
～50 千人時間/年・km

鹿嶋 BP 

108.5 

164.2 

大船津
おおふ な つ

 
桜町
さくらまち

12,793

11,151

1,567 1,146

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

H11供用前 H11供用後

大船津交差点（東：水

交通量

（台/12ｈ）

お お ふ な つ 

混入率 

約 12％

大型車交通量

約60％減

※H11 供用前:H11.4 月調査  H11 供用後:H11.11 月
平成 16年渋滞損失３Dマ滞損失３Dマップ 
8

現道の大型車交通量の推移 

8,294

14,348

12,434

7,832

630

2,227
1,518

509

H14供用後 H11供用前 H11供用後 H14供用後

戸方面） 桜町交差点（東：水戸方面）

全車

大型車

さくらまち 

混入率

約 8％

混入率 

約 7％ 

混入率

約 16％

大型車交通量 
約80％減 

調査 H14 供用後:H14.10 調査 



（３）現道の安全性の向上 

� 鹿嶋バイパスの供用により、市街地を通過する交通事故が大幅に減
少しました。 

・全線供用により、現道の死傷事故率が約５割(144.5→72.3)削減し、全国

(94.8)と県(92.3)の平均死傷事故率を下回りました。 

 
 

 

 
 

鹿嶋バイパスの死傷事故率 
算出範囲 

学校施設 DID地区 

国道 51号の死傷事故率 
算出範囲 

【凡例】 

出典：事故統合データベース（Ｈ11、Ｈ15） 

43.4

66.8

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

H11（全線供用前） H15（全線供用後）

死傷事故率

（件/億台ｋｍ）

茨城県平均死傷事故率

92.3件/億台km(H15)

全国平均死傷事故率

94.8件/億台km(H15)

国道 51号（バイパス区間）の事故発生状況 

144.5

72.3

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

H11（全線供用前） H15（全線供用後）

死傷事故率

（件/億台ｋｍ）

国道 51号（現道区間）の事故発生状況 

茨城県平均死傷事故率

92.3件/億台km(H15)

事故率 

約50％減 
全国平均死傷事故率

94.8件/億台km(H15)

出典
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：事故統合データベース（Ｈ11、Ｈ15） 



 
（４）大規模イベント施設へのアクセス性の向上 

� バイパスの整備により、県立カシマサッカースタジアムへのアクセ
ス性が向上し、さらには集客効果による周辺地域の活性化に寄与し

ます。 

・休日における東関東自動車道水戸線潮来
いたこ

ICから県立カシマサッカースタジ

アムへのピーク時における旅行時間が 12.3 分（約 38％）短縮しました。 

・鹿嶋市内への観光入込み客数は、J リーグやＷ杯の影響もあり、平成 4 年

比の約 50％にまで増加し、周辺地域の活性化に寄与しています。 
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333

460

1,540

2,100 2,133

2,321

350

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

平成4年度 平成5年度 平成13年度 平成14年度

(千人)

観光入込客数（市内） Jリーグ関係入場者数

出典：鹿嶋市商工観光課　「観光客動態調査報告書」

　　　 茨城県企画部事業推進課資料

H5.Jリーグ

開幕

H14.4BP開通

H14.6W杯開幕

約50％増加

図 東関東自動車道水戸線潮来
い た こ

ICから県立カシマサッカースタジアムへのアクセス経路

【凡例】
バイパス経由ルート 
（供用後；H16プローブ） 
現道区間経由ルート 
（供用前；H9センサス）

32.5分

20.2分

20.0km/h

28.6km/h

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

H9センサス H16プローブ

旅行時間

鹿嶋市全体の観光入込み客数と Jリーグ入場者数の推移

（分）

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

旅行速度

(km/h）旅行時間 旅行速度

サッカースタジアムへのピーク時旅行時間・速度の変化（休日）

速度 約43％向上 

時間 約38％短縮 

※供用前は H9 センサス、H14 全線供用後はＨ16 プローブ調査より集計

  ともに休日のピーク時における旅行時間と旅行速度を抽出 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真 W杯開催時の状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 鹿島神宮 
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（５）沿道環境の改善 
   １．騒音レベルの低下 

� バイパスの整備により、現道区間の騒音レベルが低下し、沿道環境
が改善しています。 

・全線供用により、現道区間（神向寺
じんこうじ

）の夜間騒音レベルは 73dBから 63dBに

大幅に低下するなど、２地点（宮 中
きゅうちゅう

、神向寺
じんこうじ

）で約 7～14％減少しました。 

・また、２つの観測地点において、昼間・夜間ともに要請限度・環境基準値の

両方を下回りました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

出典：道路環境センサス（H11,H14）

宮 中
きゅうちゅう

神向寺
じんこうじ

 

騒音レベル観測地点 

【凡例】 

DID地区 

62

71

45

50

55

60

65

70

75

80

宮中地区

騒音レベル（ｄB）

 

きゅうちゅう 

 

 

75

70

73

67

73

63 63

68

45

50

55

60

65

70

75

80

宮中地区 神向寺地区 宮中地区 神向寺地区

昼間 夜間

騒音レベル（ｄB）
H14供用前（H11.12月） H14供用後（H14.10月）

 

きゅうちゅう 
 

じんこうじ 
 
 

じんこうじ 
 

きゅうちゅう 

約7％減少 
約11％減少

約10％減少 
約14％減少

注）「環境基準」、「要請限度」･･･環境基本法、騒音規制法に基づき定められた自動車騒音の限度。 

「環境基準」･･･幹線交通を担う道路に近接する空間に係る限度は、昼間は 70ｄB、夜間は 65ｄBとす

「要請限度」･･･幹線交通を担う道路に近接する空間に係る限度は、昼間は 75ｄB、夜間は 70ｄBとす

宮 中
きゅうちゅう

神向寺
じんこうじ

 

 12
国道 51 号バイパス区間 騒音レベルの変化
国道 51 号現道区間 騒音レベルの変化
【凡例】 
    要請限度(昼間) 
    環境基準(昼間) 
    要請限度(夜間) 
    環境基準(夜間) 

59 58

49

68
70

65

神向寺地区 宮中地区 神向寺地区

昼間 夜間

H14供用前（H11.12月） H14供用後（H14.10月）

 

きゅうちゅう 
 

じんこうじ 
 
 

じんこうじ 

出典：道路環境センサス（H11,H14）

る。

る。



   ２．環境の改善 

� バイパスの整備により、温室効果ガス等の排出量が削減され、沿道
環境が改善しています。 

・全線供用により、ＣＯ２が約 9,300ｔ減少するなど、温室効果ガス排出量が

削減されました。 
 

約11万台 

ＣＯ２ 排出量 

※大

した

Nox量

セン

 

 

ＮＯＸ排出量 

※S

（出
約3万本 

ＳＰＭ排出量 

 
×５４ 日比谷公園 

※

（
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森林約860ha二酸化炭素吸収量に相当 

日比谷公園（約16 ha）の面積の約54倍に相当 

 
 
 

CO2、NOｘ、SPM排出量の算定範囲

 

排出量算定範囲の市町村

鹿嶋市
潮来市

※H

 

植林によるCO2排出量は10.6ｔ-CO2/ha/年とした 

出典：「土地利用、土地利用変化及び林業に関する 

ッド・プラクティス・ガイダンス（優良手法指針）」）
CO2・・・ 年間約9,300ｔ-CO2(0.1%)削減
 

東京都を走行する大型車に換算すると 

約 11 万台に相当 

型車1台が、40km/hで東京都における平均走行距離を走行

場合に算出する 

に換算（平均走行距離：約70km/台、平成11年度道路交通

サス） 
ペッ

PM削減量

典：「東

 

11ベース
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NOX・・・年間約35ｔ削減
 

トボトル 約 3 万本に相当 
SPM・・・SPMを年間約3.0ｔ削減
を500mlペットボトルに換算（SPM100g=500ml） 
京都環境局自動車公害対策部」） 
鹿嶋 BP
：対象地域：対象地域

H42ODによる交通量推計を基に算出。



 

 ３．今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性

 鹿嶋バイパスの暫定２車線で供用している区間については、「現道の

生活道路としての機能回復」「現道の安全性の向上」「大規模イベント

施設へのアクセス性の向上」「沿道環境の改善」について、期待してい

たような、一定の整備効果が得られました。現在は、事業を一時休止

しています。 

 

 今後は、隣接する潮来バイパスなど、周辺及び前後の道路の進捗に

応じた交通流の状況の変化を勘案し、必要に応じた改善措置を講じて

まいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

70.8 

152.6 

鹿嶋ＢＰ 

2.5km

潮来ＢＰ

事業化区間

8.3km 

108.5 

164.2 

現道の渋滞損失時間の比較 

平成 9年渋滞損失３Dマップ 平成 16年渋滞損失３Dマップ 

  

凡例 

国道 
100 千人時間/年・km～

50～100 千人時間/年・km
～50 千人時間/年・km

鹿嶋 BP 
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※H9:H9 センサス（混雑時旅行速度使用）
 H16:平成 16 年度プローブデータ 



 

 

 
 
 

 

５．改善措置の必要性 
４．計画・調査のあり方や事業評価見直しの必要性 

 国道５１号鹿嶋バイパスは、関係機関と密な調整を図る他、環境保

全対策を十分に実施し、地元の理解を得ながら事業を進め、当初の予

定通り、平成１４年４月に全線暫定供用いたしました。 

 

 その結果、現道区間の交通渋滞の緩和、交通の円滑化、交通事故の

減少等様々な整備効果をもたらしました。 

 

今後、同種事業を行うにあたっては、鹿嶋バイパス同様、地域との

密な情報交換を図り、理解を得るための一層の努力を図りながら事業

推進に努めていくことが重要であると考えます。 
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